
6 広報 いたばし 令和７年(2025年)11月15日(土)

※費用の明示がないものは無料

夜間・休日診療に関する案内は、毎月第４土曜発行号に掲載しています

行　事 と　き 内　容 対　象 定　員 ところ・申込・問

ミニ・ボローニャ・ブックフェア 12月５日㈮～13日㈯ 外国語絵本の展示 ― ― 赤塚図書館☎3939－5281

えいごでおはなし会 12月６日㈯14時～14時40分 英語の歌や手遊び・絵本の読み聞かせ 小学生以下
(保護者同伴可) 15人(申込順) 11月22日㈯朝９時から、直接または電話で、赤塚図書館☎3939－5281

図書館医療公開講座 12月６日㈯14時～16時 イムス記念病院医師・ときわ台村中眼
科医師による合同医療公開講座 ― 60人(申込順) 11月15日㈯から、電子申請(区立図書館ホームページ参照)で、中央図書館☎6281－0291

クリスマスおはなし会 12月７日㈰10時30分から クリスマス絵本や紙芝居の読み聞かせ、 
手遊び

小学生以下のお子さんと
その保護者 15組(申込順) 11月22日㈯朝９時から、直接または電話で、東板橋図書館☎3579－2666

折り紙講座

12月７日㈰14時～15時30分

折り紙でお正月の飾り作り 18歳以上の方 16人(申込順) 直接または電話で、蓮根図書館☎3965－7351

オリジナル御朱印帳をつくろう 選んだ絵柄で御朱印帳作り
※費用：１冊1000円 中学生以上 10人(申込順) 11月22日㈯10時から、直接または電話で、成増図書館☎3977－6078

子どもによりそう子育て 12月11日㈭10時～11時30分 発達が気になる子どもとのかかわりセ
ミナー 18歳以上の方 30人(申込順) 11月19日㈬朝９時から、直接または電話で、蓮根図書館☎3965－7351

マイ・フェイバリット・フレーズ
オブ・ブック 12月13日㈯14時から 翻訳家・三辺律子による翻訳講座

中学生以上

20人(申込順) 11月22日㈯朝９時から、直接または電話で、東板橋図書館☎3579－2666

板橋と新選組 12月14日㈰14時から 新選組研究家・伊東成郎による近藤勇・
新選組隊士と板橋の講義 30人(申込順) 11月16日㈰朝９時から、直接または電話で、小茂根図書館☎3554－8801

クリスマスおはなし会 12月17日㈬15時30分～16時15分 大型絵本や紙芝居の読み聞かせ、工作など
小学生以下のお子さんと

その保護者 15組(先着順) 中央図書館☎6281－0291

しみずでかげえ

12月21日㈰14時～15時

影絵グループ「あけびの会」による影絵
劇

中学生以下(小学３年生以
下は保護者同伴) 70人(申込順)

11月21日㈮朝９時から、直接または電話で、
清水図書館☎3965－9701
※ところ：清水地域センター

クリスマスコンサート 子育て応援バンド「音ごはん」によるク
リスマスコンサート

３歳～小学生
(未就学児は保護者同伴) 30組(申込順) 11月30日㈰朝９時から、直接または電話で、東板橋図書館☎3579－2666

クリスマスおはなし会 12月21日㈰14時30分～15時15分 大型絵本の読み聞かせ、工作など 小学生以下のお子さんと
その保護者 ― 西台図書館☎5399－1191

※申込方法の明示がないものは、当日、直接会場へ。
※中央図書館は第２月曜・月末日休館、そのほかの図書館は第３月曜
・月末日休館(ただしいずれも11月30日㈰は開館し12月１日㈪休館)。
※氷川図書館は来年３月２日㈪まで休館
※小茂根図書館は12月15日㈪～20日㈯休館
※西台図書館は12月１日㈪～20日㈯休館
※志村図書館は12月15日㈪まで休館
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冬冬 のの 図書館行事


